
TOLIC ものづくり連携コンソーシアム第３回カンファレンス
「東北のライフサイエンス機器を世界に！」

日時：2017年1月6日（金） 13:00～17:30

場所：ホテルルイズ ３階 「万葉」

主催：協同組合産業社会研究会経営者革新会議（IMS)

後援：第7回TOLICカンファレンス、 盛岡市、（地独）岩手県工業技術センター、
東北経済産業局、北東北ナノメディカルクラスター研究会、
（公財）いわて産業振興センター(予定)、
ＩＮＳいわてコーディネート研究会(予定) 東北CAE懇話会

◆講演 13:05-14:05
「データサイエンスによる因果推論」

京都大学 学術メディアセンターコンピューティング研究部門 教授 小山田耕二氏

◆報告 14:15-17:30
「ものづくり連携支援事業進捗報告」

TOLICコンソーシアム連携コーディネーター 小山 康文氏

「MEDICA（デュッセルドルフ）出展他、海外展開報告」
株式会社アイカムス・ラボ 代表取締役 片野 圭二氏

セルスペクト株式会社 代表取締役 岩渕 拓也氏

「TOLIC会員企業及び研究機関による製品・技術紹介」
株式会社アイカムス・ラボ、セルスペクト株式会社、有限会社イグノス、株式会社ピーア
ンドエーテクノロジーズ、株式会社TOLIMS、（学校）岩手医科大学、（国大）岩手大学、
（公大）岩手県立大学、（地独）岩手県工業技術センター、秋田県産業技術センター、
岩手県立盛岡第三高等学校

◆懇親会 18:00～20:30 ホテルルイズ１４階 会費5.000円

ビッグデータ・IOT時代に突入し、さまざまな分野でデータの利活用を実践できるデータサイエン
ティストの育成が求められています。多くのデータ分析・可視化技術の習得も重要ですが、データ
サイエンスに必要不可欠なのは、科学的方法です。科学というと自分には関係ないと思われる方も
多いと思いますが、科学とは、難解な物理という意味ではなく、日常業務に密接な関係のある「因
果関係を明らかにする」ことです。本講演では、科学的方法において重要な役割を果たす因果推
論について、具体例を示しながらわかりやすく説明いたします

全国中小企業団体中央会ものづくり中小企業・小規模事業者連携支援事業


